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広島、長崎を思う
　この文章を書いている7月28日現在、まだ梅雨は明けず、
昨年よりもかなり遅い梅雨明けになりそうです。が、これを読
んでいる8月3日には梅雨も明け、猛暑に見舞われる毎日を過
ごしていることでしょう。
　75年前のあの日も猛暑続くそんな暑い日だったでしょう。
私たち日本人が絶対に忘れてはならない日。その日がもうす
ぐやってきます。
　昭和20年8月6日午前8時15分、アメリカ軍が広島県広島市
にウラン型原子爆弾「リトルボーイ」を投下。
　更にその3日後、8月9日午前11時02分には、長崎県長崎市
にプルトニウム型原子爆弾「ファットマン」が投下されました。
　時に戦争という行為、これは第二次世界大戦以前までは
国際法上合法でした。当時は日本もアメリカもその戦争とい
う行為に国家の意思を持って参戦していました。
　「戦争」と一言でいっても、当時は「戦時国際法」という
軍事組織が遵守すべき国際法があり、この「戦時国際法」に
は事細かに戦地に於いての規則や禁止事項が明文化されて
いました。例えば、陸戦法規、海戦法規、空戦法規といった
具合にルールが決められていたのです。
　そんな「戦時国際法」の中には、次の文言が含まれていま
す。
　「非戦闘員及び降伏者、捕獲者の保護」と。
非戦闘員とは、軍隊に編入されていない万民のことを言いま
す。
　この非戦闘員への攻撃が国際法で禁じられているにも関
わらず、アメリカ軍により日本に落とされた2発の原子爆弾に
よって50万人超もの犠牲者が出てしまいました。8月6日と8月
9日はそんな胸が痛くなるような悲しい日です。
　当時も今と同じく民主主義を謳っていたアメリカですが、
その国際法を無視し、広島・長崎に原子爆弾を落とし、非戦
闘員である市井の民の日々のささやかな幸せを無残にも一瞬
にして奪い、8月15日の終戦の日を迎えたのです。
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　そして終戦から75年が経った現在では、日本とアメリカは、
軍事的にも経済的にも同盟国として切っても切れない関係とな
っています。また、数人ですが私個人にもアメリカ人の友人が
います。それだけにこの国家的、個人的な友好関係が長く続く
ことも心から望んでいます。
　然しながら、日本に原子爆弾が落とされた8月6日と8月9日、
しかもウラン型とプルトニウム型という種類の違う原子爆弾を

使用した意味を思索すると、この日だけは、この二日だけは、
日本人として「マナーとしての反米」でいたい、そう在りたい
と思うのです。

原子爆弾により尊い命を奪われた数多くの方々の御霊に対
し、謹んで哀悼の意を捧げます。

ロータリーソング 【奉仕の理想】

奉仕の理想に集いし友よ
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望むは世界の久遠の平和

めぐる歯車いや輝きて

永久に栄えよ

我等のロータリー
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　　　＜愛のポリオ募金＞

7月集計分　7,616円でした。

今年度もご協力お願いいたします。

橋本年度総額　51,866円。

6/23R財団へポリオ寄付致しました。

幹事報告

・ロータリーの友よりアンケートについて

例会の予定

■ 8 月17日（月）

■ 8 月26日（水）

■ 8 月31日（月）

■ 9 月 7 日（月）

髙山篤子様（ハーブセラピスト）卓話
ガバナー公式訪問　12：30〜

レンブラントホテル　2階 久住の間

夜間例会 19：00～コンパルホール 303会議室
インターアクト・RCCについて

ニコボックス

★姫野勇人会員（2口）
結婚記念日思い出させてくれてありがとうございます。 
木村さんと西岡さんに当社取扱商品を導入して頂きました。 
ありがとうございます。（各1口ずつ） 

地区補助金プロジェクト全員協議会（計画）〈卓話の時間〉 （7月27日）

社会奉仕委員長　坂本　肇会員より、地区補助金と

グローバル補助金について説明後、今年度の地区

補助金プロジェクトに向け申請状況等の報告を行い

ました。

プロジェクト名　農業体験をしてみよう～心理療育センター児童との梨狩り～
プロジェクト総額　150,000円　（地区補助金　70,000円　クラブ拠出金　80,000円）
<概　要>　大分こども心理療育センター「愛育学園はばたき」子ども達との交流   
 　施設の子ども達と一緒に梨狩りをし、食する。作られている現場での農家の苦労を学ぶ。 
 　自然の中でのびのびと過ごし、健全な心身を育む豊かに育つ手助けを行う。
　　時期　9月下旬～10月上旬を予定（はばたき学園さんと日程調整中）
　　場所　観光梨狩り小野農園　（由布市庄内町）
　　料金　大人（中学生以上）500円　子供（小学生）300円　小学生以下無料　（園内では梨食べ放題） 
 　時期により、収穫できる梨の種類が異なる。（20世紀、新高等）
<計画案>　梨狩り後は、近くの公民館を借りることも可能な為、レクリエーションや、BBQ、梨ジャム作り等も検討中。 
 　農園までの道は、狭いためできれば乗り合わせてが良い。貸し切りバスも含め検討。
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